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野に咲く花のように
１月３１日（日）の学芸会：先生方のご指導・ご支援に感謝！

子どもの良さが生かされ表現力が花開いた学芸会でした

一人一人の良さと学年のチームワークの良さが見事に発揮さ
れどの子もきらきら輝いていました。学芸会のテーマの通り、心
がひとつになり、どの子も主役で大活躍した学芸会だったと思い
ます。

子どもたちにとっては成就感と達成感、教師や保護者にとって
は満足感を得ることができた学芸会でした。一年間のまとめをこ
のような形で発表できたことは、教育の持つ大きさとそれに応え
る子どもの素直さや成長の大きさを実感できる場となりました。

また、子どもの可能性の大き
さを改めて感じた学芸会でもあ
りました。

先生方のこれでもかこれ
でもかと良いものを求める
真剣さが、子どもを本気に
させ、内に秘めている可能
性を外へ押し出す原動力に
なったと思います。

子どもたちへは、今回の
学芸会で学んだことを四つ
にまとめてお話しましたが、あとひとつ学んだことを付け加
えます。
◎ 先生方の真剣さこそが子どもの可能性を引き出し大きく成長させる原動力である。

ひとつの学校行事を終え、教師も子どももさらに大きな成長を遂げたと思っています。生みの
苦しみを味わい、それを楽しみに変えることができたのは、担任だったと思います。また、それ
を支える周りの方々の優しさや思いやりがあったからこそ担任の楽しみや満足に繋がっていった
のだと思っています。陰の力の大きさを実感した学芸会でもありました。

奈々子先生を中心にみんなで子どもたちを成長させた学芸会！これまでの先生方のご指導・ご
支援に心から感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。お疲れ様でした。

なお、上記の写真は２・３・４年を掲載致しましたが、学校便りには、６・５・１年の写真を
掲載致しました。悪しからずご了承くださいませ。

那覇地区の校長会から

教育計画に是非入れてほしい内容が示されました。
○学校経営計画 ○教育課程編成計画（教科時数、行事時数等）
○学年・学級・教科等経営案 ○生徒指導・教育相談 ○授業改善プラン
○授業改善担当者を中核とした授業改善活用計画
○学校状況を示す客観的データ
上記の内容を教育計画に入れるとすると、冊子よりもフアイルにした方が良いような気

がします。学年・学級・教科経営案は４月に入ってからしか作成できないからです。
今できるものはしっかり作成し、フアイルに綴っておかないと締切日に間に合いません

那覇市の校長会から

教育長講話の中から：気を引き締めて取り組んでほしいこと
① 生徒指導体制・安全指導体制の機能化 情報の共有化
② 教職員が絶対に不祥事を起こさないこと
③ 学校経営のまとめをしっかり行うこと
４月以降での課題
①４月１日より給食費の値上げ（小・中とも５００円の値上げ）
②小中一貫校について：神原小中学校 平成２２年～２３年は研修期間 実施は２４年
③児童支援記録簿の実施：平成２２年１０月１日 現在の支援カルテは３月１日で廃棄

７月に教育委員会議で決議、管理規則の整備 ８月：教職員への研修を行う
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